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要  旨

女子短期大学生の雇用環境や就職意識が多

様化する中で、短期大学で行われる職業教育

は職業選択・決定過程にとどまらず、就職動

機づけや就職観の形成を促す指導、さらに実

務能力の習得に関わる教育に重点を移す必要

がある。

本研究では、女子短期大学生の就職動機づ

けと基本的心理的要求の満足度についての尺

度構成を分析 し、さらにビジネス実務能力の

向上を目的に企業人や企業で実務研修を担当

する講師に委託実施された講座がこれらの尺

度に及ぼす影響について検討した。

動機づけ尺度の因子構造を検討 した結果、

「就職に対する自己決定の程度が低い動機づ

け」「就職に対する自己決定の程度が高い動

機づけ」「就職に対 して全 く動機づけられて

いない状態」の自己決定のレベルが異なる 3

つの因子が抽出された。また、基本的心理的

要求の満足度尺度構成を検討 した結果、「コ

ンピテン・ス要求」「自律性要求」「関係性要求」

の満足に関連する3つ の因子が抽出された。

講座開始時点に就職に対する自己決定感の低

い学生には、実施された講習を受講すること

により動機づけや基本的″い理的要求の満足度

が向上することが示唆された。

多様な学生が在籍する短期大学で職業教育

を行う場合に、学生の就職に対する動機づけ

を考慮 したクラス分けが必要であり、いくつ

かのレベルに適合する講座内容の検討が必要

である。また、クラス分けの際に、本調査で

用いた尺度は有効であると思われる。

目  的

女子短期大学生の新規学卒就職率は1990年

の88%を ピークに年々低下 し、1995年 には

66%ま で落ち込んだ。その後の就職率は学生

数が減少 したこともあって微増するものの、

職業を持たない卒業者の比率はこの10年間に

倍増 した。このような就職率の低下は、景気

低迷による求人数の減少や派遣契約社員への

労働カシフトなど雇用する側の要因もある

が、働 く意欲の衰退やフリーター志向など

学生の就職観の多様化にも起因したと考えら

れる。 また、企業は採用活動を年々早期化

したとともに就職希望者に早い段階での戦力

化を求めた。このために、職業意識を持たな

いまま就職戦線に入った学生が自己喪失する

傾向もうかがえた。これらの状況を踏まえれ

ば、ほとんどの学生が卒業後に就職を希望す

る短期大学生は早期に就職意識を高めて実務

能力を習得することが望ましい。一方、短期

大学では従来から就職指導が行われており、

この中では社会情勢の変化に応じた職業教育
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を行う努力が見られるが、限られた時間内で

のサポー トは就職過程における選択 0決定に

重 きをおかざるをえない と考 えられる。今

後、上述のような学生の状況に対処するため

には、就職選択活動より遡った就職動機づけ

や就職観の形成を促す指導ならびに実務能力

の習得に関わる教育に重点を移すことも視野

に入れなければならない。

女子学生の就職過程に関する研究では、そ

の選択や決定過程における不安や自己効力お

よび進路選択行動に関するもの1'2)は みられ

るが、就職動機づけに関する研究も必要であ

ると考えられる。動機づけに関する研究理論

の 1つ に自己決定理論がある3)。 この理論で

は、自己決定感の程度に基づいて動機づけの

タイプを分類 している。内発的に動機づけら

れた行動を自己決定的な行動のプロ トタイプ

とする一方、外発的に動機づけられた行動に

は自己決定の程度が異なるものが存在すると

している。 この理論は、主 に学習動機づけ

の領域で発展 したが、就職動機においても同

様に自己決定感の程度が異なる動機づけのタ

イプが確認 されていることから4)、
本研究で

も自己決定感の程度が異なる動機づけのタイ

プが抽出されると考えられる。

自己決定理論では、コンピテンス、自律性、

関係性の 3つ の生得的な基本的心理的要求を

仮定 してお り
5)、 これらの基本的要求の充足

は、内発的動機づけの促進やwell― beingの 向

上につながる6)。 コンピテンス要求は直面 し

ている活動に対 して有能感を感 じたいという

要求、自律性要求は活動が自己選択的である

と感 じたいという要求、関係性要求は身近な

他者 と親密であると感 じたいという要求であ

る。

高い自己決定感は、活動への従事、メタ認

知的・自己調整的方略の使用、効果的な努力

の投資、挑戦への従事などと関連することが

報告 されている5,7,8)。
就職活動中の学生の就

職動機に関する研究において、自己決定的な

動機づけは、将来職務に携わったときの高い

達成動機と関連することが示唆された4)。 ま

た、基本的心理的要求の満足は、高い遂行や

well―beingを 促進することも報告 されてい

る5,9)。 っまり自己決定感や基本的心理的要

求の満足度の向上は、適応的な行動を促進し、

高い遂行をもたらし、結果的に健全な心理的

発達やwell―beingを 促す。このことか為も、

学生の動機づけの向上は重要であると思われ

る。

本学では、2000年 度から従来からの就職指

導とは別にビジネス実務能力の向上を目的に

した講座 (ビ ジネスサポー ト講座)を 開講して

いる。本講座は内容が実務的であるととも

に、日ごろ接する機会の多い教職員ではなく

企業人や企業で実務研修を担当する講師に委

託されて運営されるために、就職動機に及ぼ

す影響も期待できると考えられる。そこで、

本調査では、2001年 度の本講座に参加する女

子短期大学生を対象に就職動機づけの尺度と

基本的心理的要求の満足度について分析 し、

さらに本講座がこれら下位尺度に及ぼす影響

について検討 した。

方  法

ビジネスサポート講座

本講座は2001年 10月 から2002年 1月 にかけ

て、原則として週 1回 の午後の授業時間が割

り当てられて、10日 間19コ マ(1コ マ90分 、

ガイダンスなど準備時間を除く)が行われた。

講座内容は 2つ に大別でき、参加者全員が受

講する就職活動に関わる「基礎講座」と3つ

準備された講座から1つ 選択する「選択講座」

である。「基礎講座」の目標は、楽 しく興味

を持ちながら社会人となる準備をすることで

あり、就職活動に不可欠な自己分析や履歴

書・面接について、採用者の立場から説明が

なされる。「選択講座 1」 の目標は、就職 し

てから役に立つ実践的なビジネスマナーの習

得であり、実際の職場を想定した疑似体験が
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行われた。「選択講座 2」 は、コンピュータ

授業を踏まえて、企業で活用できるOA技術

を習得することが目標であった。「選択講座

3」 の目標は、さまざまなシーンで役立つ自

己表現方法を習得することによるコミュニ

ケーション能力の強化であった。各講座の概

要をTable lに 示す。講座の内容は、過年度

の受講学生のアンケー トを参考に、学生が目

的意識を持って積極的に参加できるように選

択講座にバリエーションをもたせた。学生に

は事前に目的、内容、日程が詳しく説明され

て参加を促されたが、自由意思で参加するこ

とができた。本講座と同時に開講される授業

はなく、また、参加するための費用負担はな

かったので、学生の参加を妨げる要因はな

かったと考えられる。

動機づけおよび基本的心理的要求項目の収集

自己決定理論
3)に基づき、就職に対する動

機づけを測定する質問紙を作成した。質問紙

のはじめに、「なぜあなたは就職活動をする

のですか ?」 と尋ね、その答えとして考えら

れるものを23項 目あげた(lLble 2参照)。

自己決定理論で仮定されている3つ の基本

的心理的要求
5'の

満足度を測定するために、

Sheldon&Elllot10.の 作成した 3つの項目を

用いた。この尺度は 3つ の基本的心理的要求

(コ ンピテンス、自律性、関係性)の 満足度を

測定するものであったが、それぞれの要求に

対して測定項目が 1項 目のみであった。その

ため、新たに各要求に対して 2項 目を独自に

作成し、合計 9項 目の質問紙として、質問紙

のはじめに、「普段、あなたは以下のような

ことをどの程度感 じていますか ?」 と尋ねた。

各項目への高い反応は、その要求の満足度が

高いことを示す。いずれの質問紙においても

各項目に対 して「 1:全 く当てはまらない」

～「6:非常によく当てはまる」の 6段階で

評定するように求め、その得点を分析に用い

た。

調査分析対象

本講座に参加した学生のうち、出席日数が

講座回数の 4分の 1以下の学生を除いた48名

を調査対象とした。

基礎講座

Table l 講座の概要

選択講座 1 選択講座 3

企業就職に関する基礎知識

自己分析 (演 習)

グループワークによる自己分析 (演 習 )

業界研究について

企業研究について

職種研究について

自己表現

履歴書について

面接について

模擬面接

実践に向けての活動方法

学生と社会人の違い

ビジネスマナー基礎

電話対応ロールプレイング

来客対応ロールプレイング

事務職シミュレーション

実地研修

選択講座 2

ワープロの活用

表計算の活用

魅力的な女性とは

カラーコーデイネー ト

パーソナルカラー発見

魅力的な話 し方

自己PR

対人コミュニケーション

接客の楽しさとンとヽ得

販売職シミュレーション
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調査時期

本講座開講前 (2001年 10月 )と 受講後 (2002

年 3月 )に行った。

調査の方法および統計処理

調査は質問紙を一斉に配布する方式で行っ

た。就職動機づけの尺度と基本的心理要求の

満足度についての尺度構成については、各質

問紙から得 られた得点を用いて主因子法、プ

ロマックス回転による探索的因子分析を行っ

た。また、得 られた各下位尺度に及ぼす講座

受講の影響を見るために、受講前後のデータ

を用いてPaired― T検定を行った。ただし、学

生の就職に関する意識には個人差が大 きく、

すでに講座開始時の下位尺度に差のあること

丁ab:e2 動機づけ尺度の探索的因子分析の結果

項目番号 項目内容 Fl

19

8

18

22

11

3

2

23

6

1

21

7

17

13

12

20

15

4

5

就職することは当たり前のことだと言われているから

みんなが就職しているので、自分もしないと不安だから

給料がもらえるから

就職 しないと親や親戚が′い配するから

将来の生活を安定させるため

働いていないと世間に認めてもらえないから

周 りの人から就職するように言われているから

仕事をすることは人生において必要なことだから

将来の地位を確保するため

働 くことが楽 しいから

仕事に達成感を感じるから

仕事に熱中することに満足感を感じるから

自分の実力や知識を生かすことに喜びを感じるから

刺激的な環境に自分をおくことは楽 しいから

就職しても意味がないと思うのでよくわからない

なぜ就職するのかわからない

就職する必要がないと思うのでよくわからない

就職に対 して興味がないのでよくわからない

具体的な夢がないので、就職 したいと思わない

―.09

.01

-。 10

-.00

-.07

.12

.10

.06

.19

。82

.71

.70

.63

。61

.01

.05

。18

-。 24

-。 11

―.02

.21

`01

-.02

-.07

.07

.04

-.23

-.06

.15

.01

-.01

-。 18

-.09

。83

.78

.67

.63

.47

.57

.58

.52

.51

.49

.43

.29

。29

。26

。70

.52

.49

.43

.38

。70

.62

.51

.46

.25

説明率(%) 19。 22 13.14    12.75

削除項 目

9  社会に少しでも貢献できることは大切だと思うから

lo  実際に仕事をして、刺激を受けることは楽しいから

14  就職しないと周 りに人に怠け者だと思われるから

16  周 りの人に認めてもらいたいから
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が予想できる。そこで、受講前の就職動機づ

け尺度によってグループ化し、グループごと

に影響 を検討 した。すべての統計処理は

SPSS統計解析ソフトウェアを用いて、有意

水準は5%に設定した。

結果と考察

就職動機づけ尺度構成を分析するために、

講座受講前のデータを用いて主因子法、プロ

マックス回転による探索的因子分析を用い

て、動機づけ尺度の因子構造を検討した。因

子数は固有値の推移や解釈のしやすさから決

定した。その際、 2つ以上の因子に高い負荷

を示した4項 目を分析対象から除外した。分

析の結果、自己決定のレベルが異なる3つ の

因子が抽出された(Table 2)。

第 1因子には、「就職することは当たり前

のことだと言われているから」や「みんなが

就職しているので、自分もしないと不安だか

ら」など、就職に対する自己決定の程度が低

い動機づけに関連する9項 目が高い負荷を示

した。第 2因 子には、「働 くことは楽しいか

ら」や「仕事に達成感を感 じるから」など、

就職に対する自己決定の程度が高い動機づけ

と関連する5項 目が高い負荷を示した。第 3

因子は、「就職 しても意味がないと思うので

よくわからない」や「なぜ就職するのか分か

らない」など、就職に対して全く動機づけら

れていない状態を表している5項 目が高い負

荷を示した。そこで、それぞれの因子に高い

負荷を示した項目の平均点を算出し、それを

3つ の下位尺度の尺度得点とした。各下位尺

度の妥当性を検討するために、α係数を算出

した結果、高自己決定的動機づけが .82、 低

自己決定的動機づけが .85、 無力状態が .81で

あり、いずれも尺度として妥当である。

基本的心理的要求の満足度構成を分析する

ため、動機づけ尺度と同じ手順で探索的因子

分析を行った。どの因子にも高い負荷を示さ

なかった 1項 目を削除し、再度分析した結果、

3つ の因子が抽出された(Table 3)c

第 1因子には、「私は、普段、自分が試み

ることに対して、有能であると感じる」など、

コンピテンス要求の満足に関連する項目が高

い負荷を示した。第 2因子には、「私は、自

分が何かをしているとき、自分の考えで行動

を選択することができる」など、自律性要求

の満足に関連する項目が高 く負荷した。第 3

因子には、「私は、普段、人とかかわる中で、

自分に近 く、密接な人がいると感 じる」など、

関係性要求の満足に関連する項目が高 く負荷

した。これらは、自己決定理論で仮定されて

いる3つの基本的心理的要求と一致する。各

下位尺度の妥当性を検討するために、算出さ

れた尺度得点からα係数を出した結果、コン

ピテンス要求は .89、 自律性要求は ,85、 関係

性要求は 。82で あり、いずれの尺度において

も妥当性に問題がないと思われる。

基本的心理的要求と就職動機づけに対する

受講講座の影響を検討するために、講座受講

前後の尺度得点を用いてPaired― T検定を行っ

たが、いずれの尺度にも影響は認められな

かった。学生の就職意識には個人差があり、

1つの講座ですべての学生に同様の効果を求

めることは難しいことが予測される。そこで、

講座開始時点において測定した動機づけ尺度

の各下位尺度の得点に重み付けをし(「就職に

対する自己決定の程度が高い動機づけ」× 3、

「就職に対する自己決定の程度が低い動機づ

け」× 1、 「就職に対 して全 く動機づけられ

ていないJ× -1)、 その合計得点により就

職に対する自己決定感の高い群 (以降H群 )と

自己決定感の低い群 (以 下L群 )の 2群 (各 24

名)に分けた。

各群の就職動機づけの尺度と基本的心理的

要求の満足度に及ぼす本講座の影響を検討 し

た。これらの下位尺度には、講座の出席回数

の影響が予測されるが、H群がやや出席状況

は良いものの (H群 三15.8± 3.9、 L群 :14.5

±3.4)、 両群の出席回数に有意差は見られな
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かった。

群別に行ったPaired―T検定の結果、H群で

は、いずれの尺度においても受講前後の得点

に差はなかった (Fig。 1)。 一方、L群 では、動

機づけ尺度のうち「自己決定の程度が高い動

機づけ」 と「自己決定感の低い動機づけ」、

および基本的心理的要求尺度の「コンピテン

ス要求」の得点が有意に増加 した (Fig。 2)。

つまり、就職活動に対する自己決定感が低

く、ある種外発的に動機づけられている学生

は、ビジネス能力の向上を目的とした講座を

受講することによって、動機づけや基本的心

理的要求の満足度が向上することが示唆され

た。

浦上1'11)は
、コンピテンスの概念 と類似 し

ている自己効力感が、積極的な就職活動を導

き、自己成長 を促進することを報告 してい

る。自己決定感の低い学生のコンピテンス要

求の充足に本講座の効果が示唆されたことか

ら、このような講座は、一部の学生において、

コンピテンスの向上を介 して積極的な就職活

動の促進をサポー トする機能を果たす可能性

が考えられ、そのことによる自己成長が期待

される。また、活動に対する高い動機づけは

Tab!e3 基本的心理的要求尺度の探索的因子分析の結果

項日番号 項日内容 Fl

私は、普段、自分が試みることに対 して、有能であると感じる

普段何かをしようとするとき、私にはその能力があると思う

私は、 たいていのことがうまくできると思う

私は、自分が何かをしているとき、自分の考えで行動を選択することができる

私は、自分で選択し、決定して行動を起こすことができる

普段、私は自分が取 り組むことに対 して、自分で自由に選択ができると感じる

私は、普段、人と関わる中で、自分に近 く、密接な人がいると感じる

私と私がよく一緒に時間を過ごす人との間には、深い結びつきがあると思う

。97 -.02 -.05  。94

.79 -。 12   .25  。70

。78  。16 -.13  .66

.05  。91  -.02  .84

―。11  .79

.10  .66

.03  .04

-.02  ,08

。13  .65

一。01

.81

.78

説明率(%)10。 979。 71 6.86

削除項目

3  私は、普段、自分が時間を一緒に過ごす人と関係 し、結びついていると感じる

コンビテンス要求 自律性要求  関係性要求 高 自己決定   低 自己決定   無力状態

Fig.l H群の受講前後の得点 (π =24)



適応的な行動や高い遂行、well― beingと 関連

し、就職活動に対する過度な不安は精神的健

康にとって望ましくないという報告もある2)。

本講座は自己決定感の低い学生の動機づけの

向上に効果が示唆された。自己決定感の低い

学生は、個人内外からの圧力や不安によって

行動を開始 している状態であり、本講座は、

学生のこのような状態から、動機づけの向上

によってより内面化された価値から行動が開

始される状態への移行を促す。動機づけの向

上によって、適応的な就職活動行動が導かれ、

高い達成やwen― beingの促進が期待される。

しかし、今回の分析では、選択講座の影響を

考慮 していないため、今後はどのような選択

講座がより有効であるのかを含めて検討する

必要がある。さらに、本講座では実務的な講

座を行うために外部委託され、内容に応 じた

講師が各講座を担当した。このことが動機づ

けに影響することは予測できるが、本研究で

は十分な検討方法をもたなかった。今後これ

についても検討する必要がある。もともと就

職に対して高い動機づけを持っていた学生に

対して、動機づけの低い学生に見られたよう

な講座の効果は見られなかった。本講座の内

容は、前年度の講座を受講した学生の意見を

反映させて決められた。したがって、それら

の内容は、就職意識の低い、すなわち動機づ

コンピテンス要求  自律性要求   関係性要求

けの低いであろう学生の意見 も反映 されてい

る。動機づけの高い学生 に適合 した内容が少

なかったことが推察 される。 これ らのことを

踏 まえれば、多様 な学生が在籍する短期大学

で職業教育 を行 う場合に、学生の就職 に対す

る動機づけを考慮 したクラス分けが必要であ

り、い くつかの レベルに適合する講座内容の

検討が必要であると考えられる。 また、この

ような講座 を行 うときの クラス分 けの際 に、

本調査 で用いた尺度 は有効 であ る と思 われ

る。
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